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篭ン式ルむ老⑳蟹眉鉱康②

岸本文男(鉱床部)

�浩�����

鉱床各論の続編に入る前にまずモンコノレの地質と鉱

床に対する調査と探査などへの各国の援助の様子を紹介

しよう.

鉱床探査への各国の援助

1962年7月に経済相互援助会議に加盟して以来とく

に1964年5-7月の中国の総ひきあげ以降モンゴルは

同会議の支援をえて鉱床探査を強め鉱業の近代化の

道を開いていった.同会議の加盟諸国(正式加盟国一

ブルガリアハンガリｰポｰランドソビエトチェコスロ

バキア束ドイツキュｰバベトナムそしてモンゴル.

オブザｰバｰ一北朝鮮ラオスアンゴラユｰゴスラビア

エチオピア南イエｰメンフィンランドイラクメキシコ)

は中国がみずから認めていたモンゴルとの国境に関す

る議定書を無視し国境紛争を再燃させたことに刺激を

受けモンゴルヘの援助に本気になってとり組むように

なった.

1976-1980年(第6次5か年計画)におけるその鉱床探

査への援助･協力の状況を《H0B0cTHM0Hr0A㎜》紙

の報道にもとづいて一わたり眺めてみよう.

ソビエトｰrエルデネト｣銅･モリブデン採鉱選鉱

コンビナｰトの第2系列の建設とエルデネチｰンオボ斑

岩銅鉱床の精密探査および1975年以前にモンゴルｰソ

ビエト共同調査隊によって把握された有望地(WPb-Zn-

AgSnCuなどの各鉱徴地)の探査.

この第6次5か年計画の中で発見された主要な可採鉱

床カミウレント金鉱床(セレンゲ県)チェルトｰツァガン

ｰデル蛍石鉱床アダタ蛍石鉱床ウルガン蛍石鉱床

エルスチｰン錫鉱床キジルｰタウタングステン鉱床

ツェントルタングステン鉱床シャラビンｰツアラム

宝石鉱床フｰシュン炭団ヨエルデネｰツァガン炭田

ホトゴル炭田オロンブラク炭田イフｰヘト炭田ザ

マンウラパｰライト鉱床ブレンノ･ン燐鉱鉱床シャ

ルィンゴル地区とナライノ･地区の陶土鉱床である.

この間にソビエトの援助によってバガヌｰル炭田

モドト地区の錫鉱床ズンｰツァガンｰデル蛍石鉱床イ

プアルタイ地区の金鉱床ボルｰウンドゥル蛍石鉱床な

どとエルデネチｰンオボ斑岩銅鉱床が採掘に入った.

ブルガリアｰ中部と南部の諸地区の1/5万地質図幅

調査と鉱床探査･バヤンホンゴル鉱床帯の広域調査･

この調査と探査によって耐火粘土鉱床石膏鉱床

珪砂鉱床蛍石鉱床銅モリブデン鉱床が発見された･

そしてこの期間にツォグトオボのカオリン鉱床カミ稼行

に移りノ･ルモルト砂錫鉱床の探査が完了した･

ハンガリｰ一東モンゴル諸地区の地質図幅調査とタ

ングステン･金･鍋･鉛･亜鉛･錫などの諸鉱床の情報

確認調査.各地の地下水調査.

この調査によってバカガサリン錫鉱床アルィンヌ

ｰル斑岩銅鉱床サルヒト参金属鉱床サラｰタング

ステン鉱床カミ発見されツァカンｰスブルガ窺岩銅鉱床

地区で豊かな潜水層と潜水構造が把握された.

第1図ソビエトの援助による“エルデネト"の第3次建設は終った.

(H0BocTHMo〃r0AHH紙)

写真は完成した変電所�
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東ドイツｰ北ヘンテイ金鉱床節とバヤンホンゴル金

鉱床節の両地域における地質図幅調査･鉱床探査とモン

ゴル･東ドイツ共同による既知鉱床(サルヒト参金属鉱床)

の精査とサルヒト参金属鉱床帯での試錐調査.

ツムルチｰンオボ亜鉛鉱床の探査カミ完了し現在は稼

行準備の段階にある.

ポｰランドｰ西部山岳地域の地質調査地質図幅作

製鉱床概査･全国の珪砂鉱床の鉱床評価.

その結果として西部山岳地域における鉱床探査上有

望な地区が把握され始めたが欠きた成果はむしろ高山

地域の小縮尺(1/10万?)地質図カミ作製されていることに

ある.

チェコスロバキアｰモンゴルの地質専門家と共同し

ての北東地域および北部地域における地質図幅調査鉱

床探査鉱床分布法則の解明･エルデネチｰンオボ珪

岩銅鉱床と上クミラ砂錫鉱床オンゴンノ･イルノ･シタ

ングステン鉱床とチェルトｰツァガンｰデル蛍石鉱床の鉱

量調査一

その成果は上記の斑岩銅鉱床と砂錫鉱床が稼行に移

り上記のタングステン鉱床と蛍石鉱床の稼行価値が確

定できたことでありバルンｰブレン地区の銅鉱床の確

認によってオルホンｰセレンガ銅鉱床帯の空白が埋めら

れたことなどである.

キュｰバｰ上記諸国の地質専門家との国際合同調査

隊を編成し各国の分担の空白部分の優先地区における

地質図幅調査鉱床評価調査を行なった.そしてセ

ルベン蛍石鉱床ウントゥルｰツァガンｰオボとバヤンハ

ンの両タングステン鉱床ツクルタインヌル参金属鉱床

ホエルゾトリグ金鉱床などの有望範囲を把握した.

なお地質構造調査試錐と鉱床探査試錐の総延長は

1978年の実績を100として1979年が107.71980年カミ

114.4%であった･ただし1979年にはタングステン

モリブデン金銅錫蛍石石炭建材などの鉱床

が主な対象であったか1980年には蛍石錫タングス

テン燐鉱石炭の鉱床に試錐が集中された.

主な蛍;百鉱床(その2)

ハラアイラク(Hara-Airag)鉱床(89)

この鉱床は第3図に示したようにモンコノレの南東部

にあって東モンゴル鉱床生成帯の中ゴビ鉱床生成域の

ノ･ラアイラグ鉱床節に入る.

この鉱床は1954年にマカロフ(A.S.M･k･･ov)という人

によって発見され翌1955年から4年間にわたってフラ

ポフ(A.A.Khrapoマ)を長とするソ蒙共同調査班が広く調

査を行いこの鉱床の南に粛ノ･ラアイラグ蛍石鉱床北

にナイドバノレ(Naidv｡｡)蛍石鉱床を1955年にそれぞれ発

見した.次いでバトムンフ(D,Batmmkh)らがこの3

鉱床について精密調査を実施した.

ノ･ラアイラグ鉱床は2本の鉱脈で構成されいずれも

石炭系下部統の珪長岩珪長珪岩流紋斑岩とそれらの

凝灰岩をきる走向NE-SW傾斜SE60-7びの断層帯

に胚胎されている(第4図)･

1号脈一これは走向延長が195m(平均の脈幅7.2m)

で鉱床の南部に分布し膨大部や舌状体を伴ったレンズ

状の鉱体である.

2号脈一1号脈の北170m付近にあり走向が南北

に近く鉱脈生成後の断層によって形態的に複雑化した

レンズ状を呈している.その延長は115m平均の幅

は4.3rnであるが膨大部は13mに達する.

側岩は少し槌色し弱いながら珪化作用とカオリン

化作用を受けて変質している･その珪化帯の幅は1号

脈の下盤側で比較的広いがそれでも0.5mをこえるこ

とはない.

鉱石は角礫状鉱縞状鉱塊状鉱からなる･角礫状

鉱は主として鉱脈の下盤側に発達し主に中粒と大粒の

蛍石と石英わずかな細粒の蛍石と石英に膠結された噴

第2図大鉱山都市カミ草原に生れた.

写真はエルデネトの町(《H0B0cTHM0HF0棚H》紙)�
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ハラアイラク鉱床節
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第3図

中ゴビ･南ケルレン両蛍石鉱床

生成域蛍石鉱床分布図

(《Fe0A0rH兄1､^0HF0AbcK-

○黄HapoムH0萱Pecny6A咋

KH,TOMIII,1979》)

1束モンゴル鉱床生成帯の境界線

2一蛍石鉱床生成域の境界線(2一中ゴビ鉱床生成域3一南ケルレン鉱床生成域)

3一鉱床節･鉱床帯(2一八ラアイラク鉱床節3一ボロウンドゥルｰガルシャリｰン鉱床帯)

4一鉱床群(3一ビルフラ鉱床群4一スｰランジル鉱床群5一ブヤンチン鉱床群)

5一熱水裂か充填鉱床(a一石英一蛍石脈b一重晶石一石英一蛍石脈)

6一熱水裂か充填･交代鉱床(炭酸塩一石英一蛍石鉱体)

7一熱水鉱体露頭8一古生代後期一中生代鉱床生成期

9一中生代一新生代堆積盆地10一断層

出岩の角礫で構成されている.大粒質の塊状鉱と粗縞

状鉱は鉱脈の中央部を占め後者の縞の中には大型の蛍

石の正六面体結晶があって柱状石英群に蔽われている.

鉱石のCaF｡含有率は平均52.52%方解石は1.42%

Feは1.08%でS工O｡含有率は29.38-47.23%である.

なお南ハラアイラク鉱床は2.5km2の範囲に20本以

上の石英一蛍石脈が分布するもので主脈の走向延長は

500m幅は1-1.5m蛍石含有率は最大65-70%である.

さらにナイドバル鉱床も複数の石英一蛍石脈で構成さ

れその走向延長は100-300m幅は3.5-20mで平均

のCaF｡含有率は40-60%である.

ツァカンｰタヒルチ(Tsagan-Tahilchi)鉱床(71)

この鉱床はハラアイラク鉱床節の西縁ツァカンｰタ

ヒノレチ山の北東斜面に位置する(第3図参照).1957年

にニコラｰエフ(V.F.Niko1a.v)の論文に記載されたの

がこの鉱床の知られるようになった始まりであろう.

1971年になってムシノフ(Yu.I.Mu.inov)らが数体の

鉱体の存在と産状を明らかにし鉱量の評価を行なって

から有望鉱床に昇格したものである.

鉱床付近の地質は原生代の黒雲母片麻岩類と中生代

の各種花開岩類で構成されている.構造帯とくに鉱

床区域の中央部分には粘土化作用と黄鉄鉱化作用が強く

働らきその幅は数mから60-90mに達する(第5図).

第4図ハラアイラク蛍石鉱床地質概図

(Yu.M.A.Arsen'ev,A.A.Khrapovによる)

石炭系下部統

1一流紋藪岩,珪長岩2一流紋斑岩質凝灰岩

3一着英一蛍石脈4一石英脈,断層角礫岩

5一断層帯�
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鉱床付近には傾斜70-75.NW-SEおよびNE-SW

方向の断層が発達し前者の多くは石英質角礫を伴ない

ときには低品位の蛍石細脈･鉱染体を含んでいることが

ある･後者は強く熱水変質作用を受けていることか多

い｡これらの断層は延長が1,000mに達し角礫化帯

の幅は最大40mである.

現在のところ3本の石英一蛍石脈が知られている.

て号脈一これは80-8ポ傾斜した直線状の鉱脈で地

表では500m連続し地表下450mまで確認ずみである

カミまだ完全には拡がりが確かめられていない.幅は

中心部で1.1-1.2m両翼でO.25-0.45mである.鉱

脈の形は深くなるにつれて複雑になり地表下60-300m

のところで3体に分岐し各分岐脈の幅はO.73-2.01m

となる･この鉱脈のCaF･含有率は41-52%である.

第1a号脈一この脈は第1号脈とほぼ平行し断層

下盤側に8-70mをへだてて配列する.この鉱脈は第

1号脈よりも形が複雑で膨縮に富み蛍石の分布がき

わめて不規則である.鉱脈の水平延長は700mで1

本の分岐脈がありその水平延長は300mである.鉱

脈の幅はO.4-1.34mCaF｡含有率は21.2-55.3%である.

第2号脈一これは比較的単純な脈状のもので鉱床

区域の南東部にあり水平延長が960m幅が0.5-4.19

m傾斜延長が200m前後である.脈中の蛍石の分布
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第5図ツァカンｰタヒノレチ鉱床･第1マイ

ハンタ鉱床･第2マイハンタ鉱床区

域地質概図

(Yu.P.Shtarev,A.B.Sazonovに

よる)

1一第四系

2一礫岩,砂岩(ジュラ系上部統一白亜系下

部統)

3一流紋駈岩(〃.)

4一白雲母一黒雲母片岩(先カンブリア界)

5一石墨片岩(")

6一大理石化石灰岩(〃)

7一黒雲母片麻岩(〃)

8一片麻岩化花商岩(中生代)

9一黒雲母花陶岩(〃)

10一珪化断層角礫岩

11一石英脈

12一石英一蛍石脈

!3一断層(a一確定b一推定)

14一強カオリン化帯

!5一蛍石鉱床(I一ツァカンｰタヒルチ1

一策1マイハンタ皿一第2マイハン

タ)

は不規則で蛍石含有率は16%から72.9%の範囲で変動

する.鉱脈の北東部は強く破砕され角礫化しCaF｡

含有率が低い.

以上のほか鉱床区域内には水平延長25-30m幅0.6

-1.60mの多数の石英一蛍石レンズ状鉱体が認められそ

の蛍石含有率は18-54.5%である.

本鉱床の蛍石は白色紫色緑色はては無色とさま

ざまであるが縞状紫色のものが産出しとくに鉱脈中

央部の大型結晶の場合にその縞状紫色があざやかである.

ホンゴル(Khongor)鉱床(74)

この鉱床はイプホンゴルオボ山の南麓にあって1964

年にレパショフ(G,B,Levashov)によって発見されク

ズネツォフ(V.K.Ku.n.t｡｡v)らによって調査が続けられ

た.

鉱床は面積およそ12km2にわたる範囲に分布しそ

の範囲には先カンブリア時代の大理石化石灰岩が発達し

結晶片岩と珪岩の薄層を伴ない古生代前期の中粒質花

崩岩の貫入を受けそれらを蔽って石炭紀前期と中生代

の酸性火山岩層が分布している(第6図).

鉱床には5帝の蛍石鉱化帯がありホンゴルｰアヤタ

イ断裂の南部から分岐したNWW-SEE走向の裂か群

に胚胎されている･その裂か帯中の岩石は砕砕･珪化�
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第6図ホンゴル蛍石鉱床群付近の地質概図

1一第四系･2一ジュラ紀中一後期(?)流紋岩･粗面安山岩3一石英紀前期珪長岩

4一原生代後期大理石化石灰岩･結晶片岩5一古生代前期黒雲母花筒岩

6一岩脈(a一石英斑岩b一玄武岩)7一断層(a一破砕･珪化帯b一裂か)

8一石英一蛍石鉱体

され蛍石の鉱化作用を受けている･その蛍石鉱体は

鉱化後の断層によって分断され個々のブロックに分け

られていることが多い.蛍石鉱化帯の規模は走向延

長が270m(ホンゴル第2鉱化帯)から3,500m(ホンゴル第

5鉱化帯)までであるカミこの規模は鉱体の規模を規制す

るものではない･たとえばホンゴル第2鉱化帯は走

向延長が短かいか高品位の厚い2鉱体を胚胎し走向

延長カミもっとも長い第5鉱化帯は鉱染鉱体しか胚胎して

いないのである.なお本鉱床の鉱体はSW恋いし

NEに45-80｡傾斜する.5鉱化帯のなかでもっとも

重視されているのはホンゴル第2鉱化帯でほかの鉱化

帯は胚胎する鉱体の規模が小さくCaF･含有率も高く

たいので全然あてにされていない.

ホンゴル第2鉱化帯の蛍石鉱体は4件あっていずれ

も膨縮に富み形は複雑で多数の分岐脈を伴っている.

鉱石は大粒質中粒質細粒質とさまざまであり塊状

鉱と細脈鉱染鉱角礫状鉱が多い.鉱石は石英と蛍石

を主とし少量の方解石を伴っている･

(1)第1鉱体

この鉱体は鉱化帯中心部にあって走向NW-SENE

に65-75｡傾斜し複雑に分岐した膨縮に富む石英一蛍

石脈で地表では270m連続し地表下180mまで確認

ずみである･最大脈幅は53･2m(鉱体中央部分)であるカミ

翼部では5.1mおよび1.5mに縮小しそして次第に薄

化･尖滅する.地表下126mでの脈幅は最大12.58m

にせばまる.鉱石のCaF｡含有率は平均41.5%である.

(2)第2鉱体

この鉱体は延長およそ150m幅約60mの網状鉱体で

断続する短かい(30-70m)蛍石脈一石英一蛍石脈一レン

ズ状角礫化石英一蛍石脈系からなる･脈幅はO.5-6m

平均CaF｡含有率は38.7%である.

(3)第3鉱体

この鉱体は先カンブリア系結晶片岩の強変質･破砕

帯中の走向NW-SE走向延長600m平均幅3.4㎜地

表下120mまで確認ずみの鉱脈である.破砕帯そのも

のは幅が25血延長が1,200mに達している.狂お

この鉱体の平均CaF｡含有率は38.4%である.

(4)第4鉱体

この鉱体は第1鉱体のもっとも厚く長い分岐脈で

水平延長2001n幅平均7mCaF｡含有率およそ35%の

ものである.鉱体は先カンブリア時代の珪化･蛍石

化石灰岩から発展した石英一蛍石角礫体で幅数10cm

程度の石英一蛍石脈が多数集中している.

ツァカンデル(Tsagan-Del)鉱床(87)

この鉱床はザム(Z.m)鉱床ともいい1955年に前述の

フラポフらによって発見され1956-1958年に同じ｡くフ

ラポフとクズネツォフ(V.K.Ku･netsov)の指導のもとに

地表精査と試錐調査が行われた.

鉱床付近には先カンブリア時代の大理石化石灰岩･

珪岩･結晶片岩石炭系下部統の火山源岩一堆積岩層

古生代前期の黒雲母花商岩が発達する(第7図).

鉱床は東西性ザム断裂から分岐した急傾斜の裂かを

充填する鉱脈群で6km2の範囲に7鉱脈群に分れて分

布する｡大部分の鉱脈は石灰岩中にあって長さが15�
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第7図ツァカンデル(ザム)鉱床付近地質概図(A.A.Khrapovによる)

1一第四系2一石炭系下部統礫岩･砂岩3一石炭系下部統流紋難岩･同凝灰岩

4一原生界上部大理石化石灰岩5一原生界上部結晶片岩･珪岩6一古生代前期黒雲母花開岩

7一方解石一石英一蛍石鉱体8一鉱化破砕帯9一断層

�
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第8図ツァカンデル蛍石鉱床交代成鉱体の分布形態

(V.I.Malofeevによる)

1一石炭紀珪長斑岩

3一原生代後期珪岩

5一蛍石鉱体

､斜

2一原生代後期大理石化石灰岩

4一二畳紀後期花筒岩

一230m幅カミO.1-25mCaF｡含有率が40-60%SiO｡

カミ13-44%方解石カミ1.5-8%である.鉱石は大粒質塊

状鉱カミ主で角礫状鉱鉱染状鉱細脈一鉱染鉱も少な

く狂い.塊状鉱以外はすべて中粒質ないし細粗質で

ある.

酉鉱脈群は主として石灰岩に胚胎された16本の石英

一蛍石脈で構成されどの鉱脈も膨大部と分岐脈を伴な

ったレンズ状鉱体で走向延長が15-230m幅カミ1-23.3

mである.鉱石は塊状鉱と角礫状鉱からなりCaF･

平均含有率は32.42%方解石平均含有率は6.02%Fe

は平均0.64%である.鉱脈の幅は深くなるにつれて小

さくなるがCa正｡含有率は変らない.

南鉱脈群も主に石灰岩中に分布する11本のレンズ状石

英一蛍石脈で構成されている(第8図).各鉱脈の延長は

走南方向に30-85m幅は2-23m鉱石の平均含有率は

CaF･カミ64.19%SiO･が21.55%方解石が8.06%Fe

が0･40%Sカミ0･006%である･鉱石は塊状鉱と角礫

状鉱からなる.

第4鉱脈群はNW-SE走向の裂か系に胚胎された9本

のレンズ状方解石一石英一蛍石脈で構成され各派の延長

は15-165m幅は0.8-11mである.鉱石は塊状鉱と�
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第9図ブジゲル(アヤタイ)蛍石鉱床付近の地質概要

(Yu･M-Arsen'ev,A･A･Khrapoマ原図)

1一第四系2一ジュラ系上部統一白亜系下部統礫岩･砂岩

3一石炭紀前期珪長岩･ケラトファイア･同凝灰岩4一原単界(北ゴビ系)大理石化石灰岩

5一原生界(北ゴビ系)石英一緑泥石一絹雲母片岩6一古生代前期黒雲母花開岩

7一石英一蛍石脈8一石英脈9一珪化破砕帯10一断層11一断面線12一試錐と試錐点

角礫状鉱からなり平均含有率はCa亙･61.34%Si0･

23.28%方解石8.38%Fe0.43%である.

そのほかの鉱脈灘はそれぞれ第5束･ベズィミャン

ヌィプロメシュトｰチュヌィの各鉱脈群とよぱれい

ずれも数本の急傾斜レンズ状石英一蛍石脈からなり各

派の長さは30-115m幅は1.5-10.78㎜である.その

鉱石のCaF･平均含有率は低いもので36.95%高いもの

で61.97%を有する.

狂お本鉱床の鉱石にはごく少量の銅･鉛･亜鉛の各

硫化物が含まれていることが多い.

プジゲル(Budzhiger)鉱床(75)

この鉱床はアヤタイ(Ay.t.i)鉱床ともよばれ1955年

に前述のフラポフが発見しアノレセニエフ(Yu.M.Arse･

n'eV)らによって精査されている.

鉱床はホンゴル鉱床の場合と同じように東西性のホ

ンゴルｰアヤタイ断裂から分岐した裂か群に胚胎され

先カンブリ系の結晶片岩と石灰岩石炭系下部統の酸性

噴出岩と同凝灰岩古生代後期の黒雲母花開岩をきって

いる･2.3km2の範囲に10体の石英一蛍石鉱体と方解石

一石英一蛍石鉱体が確認ずみである(第9図).鉱体は不

規則レンズ状および複雑な形状を示し膨大部を伴ない

鉱床生成後の断層によって分断･ブロック化されている

ものもある.鉱体は延長が22mから225m厚さカミ

〇一1mから70m南および南東に70-80｡傾斜する.

鉱石のCaF｡含有量は42-59%である.

鉱床の西部では鉱体の主体は裂か充填熱水脈で細

粒質および大粒質の塊状鉱角礫状鉱細脈鉱染鉱が卓

越する｡

鉱床の東部と南部では熱水交代型の中粒質･大粒質

の塊状鉱縞状鉱角礫状鉱蜂の巣状鉱カ溌達し晶

洞が多くその中に立方体の大型蛍石結晶(一辺が最大10

cm)がみられる.側岩は幅0.5-2mにわたって変質し

橿色･珪化･カオリン化している.まれではあるカミ

石灰岩と蛍石脈の接触部近辺に鱗状黒鉛が産出すること

もある.

本鉱床の鉱体には不規則な形をした方解石が含まれ

ていてその含有率は一般に1-2%以下であるがとこ

ろによっては2.7%に達することがある.蛍石中の微

量成分としてはMnFeCoPSrBeLiが検出

されその含有率は0.On-0.00n%である.

ガルシャリｰン(Galshariin)鉱床(123)

この鉱床はアラクツァプｰガジュｰン堆積盆地の北東

部にあって(本誌第329号p.27の第5図と上掲の第9図参照)

1955年にチｰホノフ(V.I.Tikhonov)によって発見され

1956年にヴォルコフ(N.A.Vo1k.v)らによって試錐を含

む鉱床地質調査が行われた.

鉱床はガルシャリｰン断層(NE-SW)の東西性分岐

裂かに胚胎されたレンズ状の熱水性鉱脈である(第10図).

付近の地質は一応ジュラ系とされている凝灰岩一堆

積岩層ジュラ系上部統一白亜系下部統および白亜系の�
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第10図ガルシャリｰン蛍石鉱床･バルビチュクチ蛍石

鉱床地区の地質概図

(A.A.Khrapov,V.Da㎜biinyan原図)

1一第四系2一ジュラ系上部統一白亜系下部統シ

ルト岩･泥質シルト岩･泥岩3一ジュラ系上部統一

白亜系下部統安山岩質玄武岩4一ジュラ系凝灰

質砂岩凝灰質礫岩凝灰岩安山岩質玄武岩流紋斑

岩5一三畳系上部統一ジュラ系下部統(?)安山岩

質玄武岩安山岩流紋斑岩シルト岩泥岩6一

三畳系上部統一ジュラ系下部統(?)流紋斑岩同凝灰

岩7一断層(a一確定一b一潜興性)8一石

英一蛍石脈9一走向･傾斜10一扇状地11一

鉱床(I一ガルシャリｰン皿一バルビチュクチ)

陸源岩層で構成されている.

ジュラ系は凝灰角礫岩凝灰質礫岩凝灰質砂岩から

なり安山岩質玄武岩成分の凝灰岩の薄層を爽有する.

このジュラ系の層厚はおよそ150rnである.

ジュラ系上部統一白亜系下部統はツァカンツァブ累層

とよばれガルシャリｰン断層の上盤側に分布し雑色

の泥岩･シノレト岩･砂岩の互層から放っている.この

累層は鉱床の北側で組成が比較的均質となりそして炭

質となる所もある.アンドレｰエフ(Ye.A,Andreev)

の花粉分析の結果から鉱床北側部分のこの累層は白亜

紀前期と確定された.

ガルシャリｰン断層はNWに最大75｡傾斜し角礫化

･珪化帯の幅が最大20mに達する.

鉱床は3条の重晶石一石英一蛍石レンズ状脈で構成され

その脈の走向延長は200-550m幅は0.4-6.6m傾斜

延長は50-100mまで確認ずみである.

第1号脈一この脈が上記3条の中でもっとも大きい.

脈はガルシャリｰン断層の分岐破砕帯中にあって走向

カミNE-SW傾斜がNW45-78｡走向延長カミ550m傾

斜延長が少なくとも70mで膨縮に富んだレンズ状を呈

し膨大部は最大6.6mに達する.しかし鉱脈の走

向延長550mのうち110mは蛍石を伴たわ放い細脈化

した部分でその細脈は傾斜がとくに緩いという特徴を

備え鉱脈のほぼ中央に位置している.また鉱脈の

膨大部は一般に東西性羽状裂か充填部分に相当する.

この第1号脈では角礫状鉱が発達しときには母岩の

珪化角礫を伴なうこともある･膨大部には角礫状鉱だ

けでなく縞状鉱も多いが母岩の珪化角礫はほとんど

存在しない.

第2号脈一これも膨縮に富んだレンズ状の重晶石一

石英一蛍石脈で走向延長カミ520m傾斜延長が100m以

上幅が0.4-5.Omである.鉱脈とそれを胚胎する構

造との関係は第1号脈の場合と同様である.この鉱脈

は深くなるにつれて薄くなり蛍石の含有率も低下する.

鉱石はほとんど縞状鉱である.

第3号脈一これも上述の2条の脈と同じようなもの

であるカミ走向延長がおよそ200m幅がO.44-1.48m

(平均1.0m)傾斜が南に75-85｡であり東部はほとんど

石英だけで構成されている･鉱石は縞状鉱だけである.

鉱床全体のCaF｡含有率は0.1-99.78%(平均60.78%)

Si02平均16.68%重晶石平均10.18%CaC030.68%

S2.12%である.

モンゴルの蛍石鉱床について語れば鉱床がめぼしい

ものだけでも200を数えるためなかなかに尽きるとこ

ろがない.その鉱床各論じみたことはこのあたりでや

めにして目を転じモンゴル産の蛍石の物理化学的な

性質をみてみよう･鉱床の分布状況は本誌第329号

p･27の第5回とそれをさらに蛍石鉱床生成区図として概

括した本稿の第11図から読みとっていただきたい.

モンゴル産蛍石の性質

ベルヘ(分布図上の鉱床番号は1)ドジル(7)ヤマｰ

ト(4)ハプトガイ(5)ズンｰツァガンｰデノレ(116)

第1ボロウンドゥル(108)第2ボロウンドゥル(109)

ツァカンデル(87)ハラアイラク(89)の各鉱床産の蛍石

結晶を化学分析分光分析X線スペクトル分析包有

物温度測定に供した結果が《Fe0A0FH兄M0HF0AbcK0貴

Hapo凪H0角Pecny6舳KH》の第3巻に載っているので

それを紹介する､

分析･測定に使用された蛍石は純粋と思われる単結晶�
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第11図モンゴルの蛍石鉱床生成区区分図

(V.N.Vydrinほか編)

1一古生代後期一中生代モンゴルｰサバイカノレ鉱床生成環区の西境界線2一鉱床生成区境界線

3一鉱床生成域･鉱床生成帯境界線4一蛍石鉱床分布域5一断層(数字の断層名省略)

I一北モンゴル鉱床生成区ILツｰバｰモンゴル鉱床生成区

皿一モンコノレｰアルタイ鉱床生成区皿一南モンゴル鉱床生成区

V一モンゴルｰアムｰル鉱床生成区V一向モンゴル鉱床生成区

Or-Sg一オルホンｰセレンガ蛍石鉱床生成域Yk-Sk一南ヘンティｰ北ケルレン蛍石鉱床生成域

Y-Nd一南オビｰヌクドタバン鉱床生成帯G-Yk一ゴビｰ南ケノレレン鉱床生成帯

で色は白から緑までさまざまである.

その主要化学組成は第1表微量成分組成は第2表と

第3表に掲げた通りである.これらの表から鉱床別

の蛍石の特徴や蛍石の色と微量成分の関係などについて

多くのことカミ言えそうである.巨視的にいえばとく

に希土類元素の種類と含有率の点で東モンゴル蛍石鉱

床生成帯の蛍石はソビエトのザバイカル蛍石鉱床生成帯

のものとよく似ているという.

る.一方包有物均一化温度を測定したサンバルブン

デフ(T.Sa血ba11khundev)らの資料(第4表)によると生

成温度は110-20ぴCである.一般にデクレピテｰシ

ョン温度が実際よりはるかに高い値となることは周知の

事実である.したカミって110-20ぴCの方を採用した

いところであるカミフノレト(I.Khrt)らは別の温度値100-

150℃をだしている.生成温度についてはまだまだ

検討の余地ありというところであろう.

次にモンコノレの蛍石鉱床の生成温度について触れた

い･第1表に掲げた諾鉱床の大型蛍石結晶のデクレピ

テｰション温度測定の結果によれば最高の破裂温度は

470-640℃最低カミ250一冊0℃とかなり高い値がでてい

生産の拡大へ

最新の統計年報《CTaTHcTHqecK励Exer0則HKcT-

paH-H八eH0BC0BeTagK0H0MHHecK0坑B3aHM0H0M一

策1表

螢肩の化学組成(%)

鉱床�蛍石の色��SiO,lTiO.iC･O��CaF2��且畠O■P205CuPb���Zn

ドジル�淡紫�0.15�No�0.67�95.5�0.1�0.01�O.O03�0.01�0.01

ヤマｰト�〃�O,10�〃�0.56�96.2�O.08�0.11�0.003�O.01�0.01

ベノレヘ�緑�0.12�〃�0.56�95.8�0.12�O.01�0.005�0.01�0.07

〃�白�0.09�〃�0.6�95.8�0.!6�O.01�0,002�0.01�O.08

ズンｰツアガンｰデル�ばら�0.09�0.03�O.9�97.1�0.12�O.02�0.002�0.01�0.01

ツアガンデル�白�0.83�No�0.84�92.5�0.1�0.01�O.003�O.01�0,01

〃�灰�0.!1�〃�0.6�98�0.1�O.07�0,003�0.01�0.01

第2ボロウンドゥル�〃�0.05�〃�0.74�94.3�O.12�0.07�0.002�0.01�0.04

第1ボロウンドゥル�白�!.09�〃�0.66�91�0.06�0.02�0.003�O.01�0.0!�
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策2表大型螢石結晶の分光分砺結果(%)
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第3表大型螢眉結晶のX線スペクトルによる希土類元素分析の結果(%)
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策4表モンゴル産螢石中の包有物均一化温度

鉱床��蛍石の色1包有物の長径(㎜)1均一化温度(㍉�

ズンｰツアガンｰデル(116)*�藤�0.04以下�125-142

ノ･ムロス(118)�紫�0,046-0.01�132-160

〃�淡緑�0,057-O.34�200

〃�藤�0,006-0.04�145

〃�淡藤�0.12-O.34�140

ノ･ジｰウラン(115)�緑�0.01-0.08�110

ガルシヤリｰン(123)�紫�0,007-0.04�140-170

*分布図上の鉱床番号

第5表モンゴルの輸出量

��〉���������������

総量(×100万ルｰブル)�65.2�75.9�158�175�171�192�225

∫機械.器具燃料･鉱物原料･金属謝器1工1111�■0,199.60.3■�O.25,487,65,90.9�0.36,583.79.10.4�O.36,182,910.10.6�0.37,181,311,10.2�0.37,181,011.00.6�0,316,972,110.10.6

〳

��

��

��

〶

第6表モンゴルの輸入鐙

��〉���������������

総量(×100万ルｰブル)�8711�109�192�227�276�285�326

∫機械･器具燃料･鉱物原料･金属惰二二1�30,010,313,125,621,0�25,912,815,036,310.0�35,810,311,833.48.7�39,912,713,726.67.1�35,415,419,122.67.5�33,221,515,722,27.4�30,022,518,820.78.0

㌰　

㈲�

��

㈰�

�

○叩》1980年版か届いた.そこから数字を拾ってみる

とモンコノレの輸出･輸入の変遷は第5表と第6表のよ

うになる.

この表で明らかなように貿易は1瞑調に伸びているが

しかし入超が続いている.主な相手国は経済相互援助

会議加盟諸国とくにソビエトで“あるとき払いのさ

いそく無し"とはいえ赤字は赤字.それをモンゴル

は主として農産物と畜産物そして鉱産物の輸出増でま

か狂うつもりらしい.鉱産物の輸出増が目につく.

さてその鉱産物であるカミ“目玉"は何といっても

《エルデネト》銅･モリブデンコンビナｰトの銅･モリ

ブデン精鉱である.その粗鉱1,600万t計画にもとづ

く4系列の施設のうち第1系列は1979年12月第2系

列は1980年6月に稼動を始め第3系列もどうやら稼動

に入り第4系列はモンゴル技術陣だけの力量で建設さ

れ近く稼動に入る.その時点で1,600万tのフル操業

となり文字通りの輸出の花形となるはずである｡

これに次ぐ鉱産物カミ石炭タングステン鉱銀鉱

そして蛍石であり近く燐鉱もクロｰズアップされる･

その蛍石開発の現況を《H0B0cTHM0HropHH》紙と

《yH洲》紙から拾ってみることにする.

まづモンゴル最大の蛍石生産量を誇るベノレヘ鉱山

(本誌329号参照)であるが1979年に前年の1.26倍の生産1

をやり1980年には生産5ケ年計画を8か月早くやりと

げてモンコノレ全体の蛍石生産量の増加によい役割を果

した.因みにモンコノレの蛍石の生産は1979年の実績カミ

1978年実績の1,245倍1980年実績が1979年実績を1,800

万ツクリク分超過しておりナイラムダノレｰトノレｰジュバ

鉱山(後述)と前述のハラアイラク鉱山の生産も順調に

拡大されていった.1985-1986年にはモンゴルとチ

ェコスロバキアの合弁企業“モンゴルｰチェコスロバク�
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ツベトメト"によってズンｰツァ

ガンｰデル鉱床とボルウンドゥル鉱

床カ摘発に移行しさらに生産量が

ふえることになっている.

さらに蛍石の可採鉱量増をめざし

て探査量がふやされたとえばそ

の探査ボｰリング総延長の1979年実

績は1978年実績の1,077倍で実際

の鉱量増が第6次5か年計画(!976-

1980年)でいちじるしく大きかった

鉱種としては蛍石銅タングス

テン銀モリブデンカミあげられて

いる.

輸出は主にソビエト向けであるが

その実績は1980年カミ1979年の1.13倍

になりさらに1981年1-3月分が前

年同期比108.4%となっている.

匿≡ヨ1

囮6

慶覇〃

国粋

圧田2

座:ヨ7

Eヨ〃

Eコ汐

四3

E羽8

[口〃

□□〃

圧日4国5

団g

σグ6

囮κ

�

圧コ17

爀

塘

�

｢r

1彰幸｢

r｢1

幣鱗v1

列へ兼V

｢｡･一糸1

･･糧｢む｡祉

�

-r｢

砮

十十十十:･

十十十､

十“'

十r.

:1:鰭繋

｡｡｡妄

｡｡｡｡｡｡芦*糸､1::･

川如

br+皿十十

莉｡｡｢㎞漱舳･･

鱗夢･'･十

洲｡｢"クタ

x撮㍗籟

｢

堀

r.…｡｡｡

9･

｢.｢

第12図第1ボロウンドゥル蛍石鉱床･サイパンカシュｰ蛍石鉱床地区地質概図

(A.A.Khrapoマ,V.Dambiinyan原図)

1一第四系2一ジュラ紀後期一白亜紀前期玄武岩および安山岩質玄武岩

ナイラムダルｰドルｰジュバ鉱山3一ジュラ系礫岩.砂岩.シルト岩.凝灰質砂岩

4口ジュラ紀玄武岩･安山岩質玄武岩･安山岩5一ジュラ紀流紋斑岩

この山は1981年1月20目付《Ho-

6一ジュラ紀安山岩質粉岩7一二畳紀石英斑岩

BOCTHMOHr0州H》紙に突如とし8一中生代花開岩9一古生代黒雲母花開岩

て現われてきた鉱山でモンゴル語1ト岩脈(a自玄武岩b一花闇閃長蟄岩および石英斑岩)

11一石英一蛍石脈(I一ボロウ;■ドゥル鉱床皿一サイノ･ンカシュｰ鉱床)

のNairamda1(友好)とロシア語の12_火道

Druzhba(友好)を組合せて鉱山名と13一断層(a一地形に現われた広域断層b一確定断層｡一推定断層)

しており同紙1月30目付の記事で14→蓄造線15■走向.傾斜161鉱泉1ト植物化石採取地点

アイマク

は東ゴビ族のハシュウラン(Ha.hu-Uran`喫しいとらによって詳しく調査･研究されてきた.

ころ'つにあり1974年に開山されモンゴルとソビエト鉱床は三畳紀後期一ジュラ紀前期の花開岩類をきる断

の合弁企業“モンゴルソフツベトメト"が経営している層帯に胚胎され3群の鉱脈からなる.各群はそれぞ

という.れ北鉱区南鉱区西鉱区とよぱれそれぞれの主脈は

この鉱山の蛍石鉱床の記載を《FeOAOrH兄MOHFOAb-

cK0並Hap0ハH0童Pecny6棚KH》の第3巻から探すと

東ゴビ族の北部にKhadzhi-Uran鉱床別名タルノ･ン

Darhan鉱床があった(第4図の115).番飛宇の約束ごと

から再翻宇するとKhadzhiはHazhiとなる.iと

uの違いには困った.この鉱山カミ果してKhadzhi-

Uran鉱床を稼行しているものかどうか可能性は大き

いが確定することができない.ほかにそれらしい鉱

床名カミ見当らないので参考程度の意味しかないかも知

れないがここにその概要を記しておきたい.

ハジウラン螢;百鉱床(115)は1955年にマカロフ(y.A.

Makarov)によって発見されます1956年にA.A.フラポ

フ(前出)そしてひき続きクズネツォフ(YK.Ku･n･tsov)

相互に最大1,500mほどへだてて分布する.各鉱区の

主な鉱脈(石英一蛍石脈)の走向延長などの諾元は第7表

の通りである.

鉱石は石英と蛍石からなる一蛍石は細粒結晶から大

粒結晶までさまざまで鉱石の構造は塊状と角礫状と

きには縞状櫛状コッケイド状を示し色は無色淡

灰色淡緑色すみれ色である一縞状鉱は色を異にし

た蛍石と白い玉髄様の石英の縞(厚さ<2cm)のくり返し

で形づくられている.

第7次5か年計画の中で

1981年からの第7次5か年計画カミスタｰトしたこ

の計画の中で鉱業部門はどう展開されるか.1981年�
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策7表バジウラン螢石鉱床の鉱脈諸元

鉱脈番号1走向延長(m)1

幅(m)

1･…含有率(%)
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3月20目付《HOB0cTHM0HrOA㎜》紙から引用してみ

よう.

r鉱業では精鉱生産量を2.1-2.3倍に増大すること.

モンゴルｰソビエト協同採鉱･選鉱コンビナｰト《エノレ

デネト》の建設を完了しその計画生産能力をテストし

確保すること.

蛍石の採掘量を急増しボルウンドゥル(Bor-Undu･)

地区における蛍石鉱の採掘･選鉱のための採鉱･選鉱コ

ンビナｰト基本系列の建設を開始すること･有色金属

･貴金属の精鉱生産量を増大させること｡

鉱業部門における経済相互援助会議加盟国と一致した

協力策を実行すること.

国土の地質学的研究を拡大し国内の鉱物資源の探査

鉱量を増加させること.

地質調査事業量を25-30%増大すること.

探査･評価事業の増大テンポを確保すること.

重要鉱種の鉱物資源に対する地質調査と探査一評価の

総合的事業を地質学的有望地域に組織すること.

既設採鉱企業の鉱物資源産地の拡大にとくに配慮する

こと.

既設鉱山地区および銅･ニッケノレ･錫･蛍石･貴金属

･希金属などの鉱物資源有望地区に探査を集中すること･

ツァカンｰスブノレガにおける斑岩銅鉱床の精密探査

クバントルゴイにおけるコｰクス用炭炭田の広域探査を

完了すること.フブスグル旗ブレンノ･ン燐鉱鉱床に対

する探査を行いその技術的･経済的根拠を検討するこ

と.

東部諾旗の参金属鉱床に対する探査･試錐事業を強化

･促進すること.

地下水と非金属鉱物資源とくに建設材料資源の調査

と探査を持続すること.

鉱物資源の分布法則性の研究を改善すること.地質

調査事業の企画と組織を一そう完全なものにし近代的

地質研究法とくに地球物理深査法と地球化学探査法を

広く適用し採鉱･試錐･室内研究の先駆的技術を導入

しそれらにもとづいて労働生産性および地質調査･探

査の効率と質の根本的向上を達成すること｣

おわりに

蛍石鉱床を主体にしてモンゴル人民共和国のことを

述べたが筆者はこの国を訪れたことが一度もない.

ひたすらモンゴル科学アカデミｰが一役買った文献と

モンコノレの新聞に頼った.モンコノレの地質と地下資源

についての文献は比較的入手しやすくロシア語と日本

語の読める人泣らモンゴル語もそれほど難しくないの

で文献をお望みの方は地質調査所資料室か地質調査所

鉱床部鉱物資源課に間合せていただきたい.期待にそ

える部分も少なく狂いと思われる.

モンコノレが農産･畜産だけの国であった時代は過ぎ去

りつつあるカミ工業国といえる目はまだまだ遠いであろ

う.今は鉱産国という看板が加わりつつある時代であ

りそのための人材と資金そして技術を求めている時

代といえよう.

我が国との関係カミ“友好"と“連帯"“平等"と“互

恵"をすべてとした密接なものとなることを切望しだ

から稿を終える.�


